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↱
非
正
規
へ
と
事
業

所 

 
 

 
 

 
 

の
中
で
置
き
換
え
が
物 

 
 

 
 

 
 

凄
い
勢
い
で
進
ん
で
い 

 
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
職
場

に
お
け
る
○注
不
安
定
労
働
の
拡
大
が
進

み
、
①
不
安
定
労
働
者
の
基
幹
化
、
つ
ま

り
非
正
規
労
働
者
の
戦
力
化
に
繋
が
っ

て
、
従
来
の
「
景
気
調
節
弁
」
的
役
割
か

ら
変
化
し
て
い
る
。
②
労
働
の
ジ
ャ
ス
ト

イ
ン
タ
イ
ム
化
の
拡
大
、「
必
要
な
時
に
、

必
要
な
技
能
を
持
っ
て
い
る
労
働
者
を
、

必
要
な
人
数
だ
け
動
員
で
き
る
体
制
」
を

作
り
上
げ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
現
状
は
、
非
正
規
労
働
者

の
存
在
な
く
し
て
企
業
に
お
け
る
労
働

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
一
方
で
、
正

規
労
働
者
の
「
非
正
規
」
化
も
進
ん
で
い

る
（
各
種
手
当
の
廃
止
等
の
賃
金
の
個
人

単
位
化
） 

 
不
安
定
労
働
の
分
類
基
準
と 

雇
用
形
態
の
実
情 

 

雇
用
形
態
の
分
類
基
準
は
、
３
区
分 

・
Ａ 

直
接
／
間
接
（
使
と
労
の
間
に
第

３
者
）
・
Ｂ 
常
用
／
有
期
・
Ｃ 

フ
ル

タ
イ
ム
／
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
に
分
け
ら

れ
、
正
規
雇
用
＝
直
接･
常
用･

フ
ル
タ
イ

ム
で
、
非
正
規
雇
用
＝
間
接･
有
期･

パ
ー

ト
等
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
様
々
と
な

。
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手弁当の研究会ですのでどなたでも参加できます！ 

   
 
 
 
 
 

 
 

 

定
例
研
究
会
も
丁
度
１
周
年
と
な
り
、

こ
の
会
も
12
回
を
数
え
、
延
べ
参
加
者

も
100
名
余
の
参
加
と
な
り
、
次
年
度
に

繋
が
る
成
果
を
得
た
と
思
い
ま
す
。 

 
今
回
は
、
こ
の
１
年
の
ま
と
め
と
し

て
、
中
澤
特
別
研
究
員
に
発
表
を
要
請

し
、
特
に
不
安
定
労
働
の
中
で
起
き
て
い

る
諸
問
題
を
中
心
に
提
起
さ
れ
、
今
後
の

課
題
も
併
せ
て
報
告
し
て
い
ま
す
。 

 
 

不
安
定
労
働
の
現
状
把
握 

 

正
規･

非
正
規
労
働
者
数
の
推
移
は
、

総
務
省
「
労
働
力
調
査(
詳
細
集
計)

」
に

よ
る
と
93
年
は
、
男
性
正
規
雇
用
90.6
％
、

女
性
正
規
雇
用
61.5
％
で
、
男
性
非
正
規

雇
用
9.4
％
、
女
性
非
正
規
雇
用
38.5
％
で

あ
っ
た
の
が
、
02
年
で
は
、
男
性
正
規

雇
用
が
85.1
％
、
女
性
正
規
雇
用
50.9
％
と

下
が
り
、
男
性
非
正
規
雇
用
14.9
％
、
女

性
非
正
規
雇
用
49・1
％
で
、
事
業
所
の
女

性
は
約
5
割
が
非
正
規
雇
用
と
な
っ
て

い
る
。
総
合
で
は
、
゜93
年
は
、
正
規
雇

用
79.2
％
、
非
正
規
雇
用
20.8
％
で
、
゜02
年

に
は
、
正
規
雇
用
70.7
％
、
非
正
規
雇
用

29.3
％
と
な
り
、
約
3
割
が
非
正
規
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
10
年
間
に
正
規
か
ら

↱
Ⅰ･

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
形

態
は
、
通
常
は
直
接･

常
用
の
短
時
間
労

働
者
と
い
え
る
。
約
280
万
人
、
雇
用
形

態
が
異
な
る
と
い
う
理
由
で
低
い
労
働

条
件
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
課
題

は
、
均
等
待
遇
の
実
現
を
目
指
す
取
組
を

強
め
る
た
め
に
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
の

実
現
が
必
要
。
Ⅱ･

臨
時･

契
約
労
働
者

（
非
常
勤
講
師
等
）
の
雇
用
形
態
は
、
直

接
、
有
期
、
フ
ル
＆
パ
ー
ト
で
雇
用
・
契

約
期
間
の
定
め
が
あ
る
。
常
に
「
雇
い
止

め
」
の
不
安
が
付
き
ま
と
い
、
昇
進･

昇

格
の
可
能
性
が
低
い
。
今
後
の
課
題
と
方

向
は
、
一
定
期
間
を
超
え
た
臨
時･

契
約

労
働
利
用
の
禁
止
を
求
め
、
正
規
化
へ
の

ル
ー
ル
作
り
の
具
体
化
。
Ⅲ･

派
遣
労
働

者
の
雇
用
形
態
は
、
間
接
、
常
用
＆
有
期
、

フ
ル
＆
パ
ー
ト
で
何
で
も
あ
り
の
条
件

と
な
っ
て
い
る
。
派
遣
労
働
に
は
２
つ
の

型
が
あ
り
、
①
常
用
型
派
遣
は
、
派
遣
中

で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
派
遣
業 

者
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
成
立
… 

 

１
年
間
の
ま
と
め 

 

‐
不
安
定
労
働
の
規
制
と
未
来
‐ 

 
 

 
 

発
表
者 

中
澤 

秀
一 

 
 
 
 

（
中
央
大
学
兼
任
講
師
・
特
別
研
究
員
） 

９月 17 日 
 （金） 
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↳
ソ
フ
ト
開
発
、
機
械
設
計
な
ど
専
門
性
の
高
い
業
務

中
心
、
②
登
録
型
派
遣
は
、
発
注
先
か
ら
の
発
注
に
応

じ
て
、
登
録
者
の
中
か
ら
労
働
者
を
選
択
し
て
派
遣
、

派
遣
期
間
の
み
派
遣
元
と
労
働
者
の
間
に
雇
用
関
係
が

成
立
…
パ
ソ
コ
ン
な
ど
事
務
機
器
操
作
な
ど
、
一
般
事

務
中
心
。
派
遣
労
働
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
問
題
点
は
、

常
用
型
よ
り
登
録
型
に
あ
る
。
派
遣
元
（
使
用
者･

雇
主
）

の
責
任
が
あ
い
ま
い
で
「
使
用
す
れ
ど
も
雇
用
せ
ず
、

雇
用
す
れ
ど
も
使
用
せ
ず
」
、
「
派
遣
先
で
の
実
際
の
仕

事
が
派
遣
内
容
と
全
く
異
な
る
」
、
「
派
遣
先
の
都
合
で

契
約
途
中
な
の
に
解
雇
さ
れ
た
」
、
「
２
年
間
昇
給
が
１

回
も
無
い
」
な
ど
、
労
働
者
の
諸
権
利
が
無
視
さ
れ
て

い
る
。 

 

今
後
の
課
題
と
方
向
は
、
常
用
雇
用
の
派
遣
労
働
へ

の
代
替
の
禁
止
、
正
社
員
化
ル
ー
ル
の
明
確
化
を
図
る
。

派
遣
中
断
期
間
に
お
け
る
休
業
補
償
制
度
の
確
立
。
更

に
は
、
派
遣
分
野
の
再
限
定
化
…
専
門
分
野
の
限
定
な

ど
取
組
む
べ
き
方
向
で
あ
り
ま
す
。 

 

Ⅳ･

業
務
請
負
労
働
者
の
雇
用
形
態
は
、
間
接
、
有
期
、

フ
ル
＆
パ
ー
ト
な
ど
で
雇
用
関
係
が
出
来
て
い
ま
す
。

業
務
請
負
は
、
請
負
業
者
が
製
造
工
程
の
一
部
を
丸
ご

と
請
負
、
請
負
業
者
の
指
揮
下
で
作
業
を
行
な
う
。（
発

注
元
企
業
は
直
接
指
揮
命
令
で
き
な
い
）
し
か
し
、
現

実
に
は
、
発
注
元
企
業
の
労
働
者
に
混
じ
り
、
発
注
元

企
業
の
指
揮
下
で
働
い
て
い
る
偽
装
請
負
（
裏
派
遣
）

が
異
常
と
も
い
え
る
ほ
ど
拡
が
っ
て
い
る
。
問
題
点
と

し
て
は
、
①
使
用
者(

雇
主)

責
任
が
あ
い
ま
い
で
、
②

労
働
者
に
は
極
度
の
不
安
定
性
が
常
に
存
在
す
る
、「
い

つ
で
も
解
雇
で
き
る
」
契
約
単
位
半
年
、
１
ヶ
月
、
３

ヶ
月
な
ど
、
③
労
働
条
件
は
低
賃
金(

中
国
と
コ
ス
ト
競

争
等)

↱ 

↳｢

正
社
員
の
１
／
３
」、
社
会
保
険
の
加
入
率

｢

業
界
平
均
３
～
４
割｣

、
④
不
規
則
な
労
働
時

間
「
夜
勤
専
属
、
24
時
間
365
日
、
一
括
請
負
」

で
過
酷
な
業
務
と
な
っ
て
い
る
。（
会
報
NO.9
で

上
段
勇
士
氏
の
過
労
死
事
件
の
記
事
） 

 

今
後
の
課
題
と
方
向
は
、
現
状
の
監
督
官
庁

も
な
い
「
野
放
し
」
か
ら
、
ま
ず
は
法
的
規
制

の
対
象
に
し
て
い
く
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。 

 

む
す
び
―
労
働
の
未
来
と
は 

「
不
安
定
労
働
」
を
「
不
安
定
」
で
は
な
く
、

個
人
と
し
て
「
自
立
」（
生
活
）、
で
き
る
労
働

の
形
に
い
か
に
変
え
て
い
け
る
か
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、｢

不
安
定
労

働｣

の
組
織
労
働
者
に
よ
る
組
織
化
の
緊
急

性
、
更
に
連
携
の
強
化
と
運
動
が
必
要
で
あ

る
、
と
発
表
を
終
え
ま
し
た
。 

 

○注
不
安
定
労
働
の
拡
大=

 

「
雇
用
弾
力
化
」
の
も
つ
意
味 

 

実
際
は
就
業
者
と
失
業
者
の
中
間
形
態
で

あ
る
「
部
分
就
労
者
」
（
半
失
業
者
）
を
増
加

さ
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
労
働
者
の
生
活
は

困
窮
化
が
進
ん
で
い
る 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
10
月
13
日(

水)

18:

30
～
第
15
回
理
事
会 

 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
Ⅰ
会
議
室 

 

◆
10
月
15
日(

金)

18:

30
～
第
13
回
定
例
研
究 

 

会
「
最
賃
制
の
現
状
と
問
題
点
…
」
会
場:

静
岡

労
政
会
館
５
Ｆ
第
２
会
議
室 

◆
10
月
21
日(

木)

18:

30
～
沼
津
講
座
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
企
業
の
社
会
的
責
任
」
講
師:

朴
根
好

（
パ
ク 

ク
ン
ホ
）
静
大
助
教
授 

 
 

会
場:

沼
津
労
政
会
館 

第
１
会
議
室 

 

◆
11
月
18
日(

木)

18:

30
～
浜
松
講
座
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
企
業
戦
略
」
講
師:

安
藤
研
一
静
大
助

教
授 

会
場:

ク
リ
エ
ー
ト
浜
松 

【
討
論
の
内
容
】 
 

不
安
定
雇
用
と
い
う
と
、
今
ま
で
は
パ
ー
ト
・
臨

時
労
働
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
若

い
人
達
の
フ
リ
ー
タ
ー
化
が
進
ん
で
い
る
。
フ
リ
ー

タ
ー
の
定
義
（
厚
労
省
34
才
未
満
・
内
閣
府
35
歳
未

満
＝
統
計
上
）
。
当
研
究
所
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
派

遣
・
請
負
の
求
人
の
実
情
、
高
齢
者
の
就
業
も
合
わ

せ
て
調
査
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
た
。 

 

ま
た
、
均
等
待
遇
に
向
け
て
の
運
動
の
取
組
に
つ

い
て
も
差
別
を
な
く
た
め
に
は
、
ど
う
す
る
か
の
議

論
も
だ
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
究
会
か
ら
は
、
非

正
規
労
働
者
の
ユ
ニ
オ
ン
化
を
目
指
す
に
は
、
ど
う

い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
？
こ
れ
か
ら
の
研
究

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
（
文
責 

片
桐
） 


